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1．はじめに
蜂蜜は人類最古の甘味料と言われ、その栄養価から理想的な栄養源として広く知れ渡っている。日本で使わ

れている蜂蜜の多くは中国やアルゼンチン、カナダなどからの輸入品であり、国産蜂蜜はわずか 7％である 1）。
日本では昭和 60 年代以降、土地開発や農地への農薬散布によりミツバチが被害を受けている他、養蜂家の高
齢化にともないミツバチの飼育戸数は少ない現状にある。さらに、近年では地球温暖化や異常気象などによっ
て植物の開花時期が変化し、ミツバチの活動は鈍化している。

身近な野菜や果物などの農作物の生産は、ミツバチによる花粉の運送～受粉システムにより成り立つものが
多く、生態系ピラミッドの点からも蜂蜜の特性把握は重要なことである。

蜂蜜は、蜜源となる花の種類によって分類されており、風味や結晶性などの特性が異なる。真山ら（1982）2）

は様々な国産蜂蜜の糖や有機酸、遊離アミノ酸組成を調べ、食味検査による嗜好との関係について整理してい
る。北海道産あかしあ蜂蜜や静岡県産みかん蜂蜜は全糖量が多いため甘く感じやすく、また、これら蜂蜜の酸
味はグルコン酸やコハク酸などの有機酸によるものとし、糖酸比が食味の総合評価に影響すると報告されてい
る 2）。鈴木ら（2010）3）は蜂蜜の微量元素含有量に着目し、北海道産あかしあ蜂蜜と秋田県産あかしあ蜂蜜を
比較し、同じ花蜜であっても北海道産は秋田県産に比べて Mg と Fe が少ないということを示し、地域性があ
ると述べている。

そこで、本調査では愛知県ならびに愛知教育大学自然観察実習園で採取された蜂蜜 4 種類を用いて、花の種
類によってどのような特性の違いがあるのか基礎知見を得ること、また、さくら蜂蜜の産地の影響（愛知県産、
福岡県産）について調べることを目的に粘度測定と食味検査を行った。

2．試料と実験方法
1）試料

2021 年に採取された a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜（入鹿ハチミツ店）、b 愛知県犬山市産れんげ蜂蜜（入鹿
ハチミツ店）、c 愛知県豊田市産あかしあ蜂蜜（入鹿ハチミツ店）、d 愛知教育大学自然観察実習園の蜂蜜（愛
知県刈谷市井ヶ谷町、以後、愛教大はちみつ）、e 福岡県矢部村・南部産さくら蜂蜜（みつばち工房 花の道）
の計 5 種類を用いた。なお、蜂蜜の採取日は順に a が 2021 年 4 月 15 日～ 4 月 30 日、b は 2021 年 4 月末～ 5
月 30 日、c は 2021 年 5 月 10 日～ 5 月 30 日、d は 2021 年 5 月 23 日、e は 2021 年 4 月である。

2）2021 年の気候整理
国土交通省 気象庁の過去の気象データ検索 4）から、a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜、b 愛知県犬山市産れんげ
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蜂蜜が採取された地域を最も近い岐阜県美濃加茂市と仮定し、月間平均気温（℃）、月間日照時間（時間）、月
間降水量（mm）をそれぞれ調べた。c 愛教大はちみつは愛知県刈谷市井ヶ谷町であるため最寄りの豊田市の
気候を選び、また、d 福岡県矢部村・南部産さくら蜂蜜は採取された地域の気候として福岡県黒木町を選んだ。

3）粘度測定
回転型粘度計（東機産業製 TVE－25H）を用い、蜂蜜の粘度を 25℃で測定した。回転速度を 20rpm に設定

し、30 秒間撹拌した。使用プレートはコーンプレート（角度 3 度、直径 28mm）、用いた試料量は 0.5mL であ
る。なお、恒温槽は ULABO 製高低温サーキュレーター（CORIO CD－200T）である。

4）食味検査
2021 年に採取された a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜、b 愛知県犬山市産れんげ蜂蜜、c 愛知県豊田市産あかし

あ蜂蜜の 3 種類を用いて、以下の手順に従って食味検査を 2 点比較評点法で行った。実施にあたっては環境条
件を配慮し、室温は 25℃とした。蜂蜜のそれぞれの違いを調べるため、試料（1 種以上）につき、被験者自身
の経験を通して、その品質特性（味の強度、好みなど）を点数によって評価する方法である 5）。本調査では a
愛知県犬山市産さくら蜂蜜を基準に色、香り、甘味、酸味、苦味、粘度に関して、－3 から＋3 の 7 段階で評
価するとともに、どちらの蜂蜜が好みであるかを調べた。被験者には試料に関する説明は行わず、a 愛知県犬
山市産さくら蜂蜜、b 愛知県犬山市産さくら蜂蜜、c 愛知県豊田市産あかしあ蜂蜜を用いて、食味検査を行った。
また、試料を検査する順を指定し、蜂蜜 a、蜂蜜 b の順（検査 1）、蜂蜜 a、蜂蜜 c の順（検査 2）で計 2 回の
食味検査を 2022 年 1 月 5 日～ 1 月 24 日に実施した。本学の大学 1 ～ 4 年生の計 12 人（全て女性）に協力を
依頼し、1 人ずつ検査時間を設定して行った。

資料 1　食味検査用紙（検査 1の場合）

蜂蜜の食味検査

蜂蜜 a と蜂蜜 b をそれぞれ試食して、蜂蜜 a を基準 0 として蜂蜜 b を評価し、数字に〇をつけて

下さい。最後に、蜂蜜 a と蜂蜜 b どちらが好みか記号で記入して下さい。

a ⇒ b の順に食べて下さい。

色 が 薄 い 色が濃い

香りが弱い 香りが強い

甘味が弱い 甘味が強い

酸味が弱い 酸味が強い 

苦味が弱い 苦味が強い 

サ ラ サ ラ ドロドロ

好みのはちみつ 

＊ご協力ありがとうございました。 

    −3     −2   −1 0 1 2 3 
       

    −3     −2   −1 0 1 2 3 

    −3    −2   −1 0 1 2 3 

    −3    −2   −1 0 1 2 3 

    −3     −2   −1 0 1 2 3 
       

    −3     −2   −1 0 1 2 3 

蜂蜜 a
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手　順
① 蜂蜜 a、蜂蜜 b をそれぞれ 3.5g、60mL 容プラスチックカップに計量した。
② 被験者に食味検査用紙（資料 1）、蜂蜜 a、蜂蜜 b、プラスチックスプーン小 2 本、口直し用の水 120cc［和

歌山県有田群産天然水、硬度約 9.7mg ／ L（軟水）、pH 値 9.4、25℃］を配布し、色について評価してもらった。
③ 次に、被験者に蜂蜜 a、蜂蜜 b の順で香りをかぐよう指示し、評価をしてもらった。
④ 最後に、被験者に蜂蜜 a、蜂蜜 b の順で試食するよう指示し、甘味、酸味、苦味、粘度、好みに関する評

価をしてもらった。
⑤ 別日に蜂蜜 a、蜂蜜 c を配布し、検査 2 も同様にして行った。

5）倫理的配慮
国立大学愛知教育大学研究倫理規定に従い、食味検査を実施した。被験者には事前に食物アレルギーがない

ことを確認し、回答の有無や内容によって不利益を被ることはないこと、得られたデータは ID 番号をつけて
匿名化し研究以外に使用しないこと等を伝え、同意を得て実施した。

3．結果と考察
1）2021 年の気候

図 1 に 2021 年 2 ～ 7 月の気候 4）から 3 地域の月間平均気温、月間日照時間、月間降水量を整理した。a 愛
知県犬山市産さくら蜂蜜、b 愛知県犬山市産れんげ蜂蜜が採取された地域（岐阜県美濃加茂市）の月間平均
気温が 2 月 6.1℃、3 月 11.0℃、4 月 14.2℃、5 月 18.5℃、c 愛知県豊田市産あかしあ蜂蜜と d 愛教大はちみつ
が採取された愛知県豊田市は 2 月 6.5℃、3 月 11.3℃、4 月 14.2℃、5 月 18.8℃となった（図 1）。また、e 福岡
県矢部村・南部産さくら蜂蜜が採取された地域（福岡県黒木町）は 2 月 7.7℃、3 月 11.9℃、4 月 14.8℃、5 月
18.5℃であった。岐阜県美濃加茂市や愛知県豊田市は、福岡県黒木町と比べて 2 ～ 4 月の気温が低かった。月
間日照時間は 6 月を除き福岡県黒木町が最も短く、2 月と 4 月は愛知県豊田市、それ以外の月は岐阜県美濃加

図１　2021 年の月間平均気温、月間日照時間、月間降水量の比較
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⑤ 別日に蜂蜜a、蜂蜜 cを配布し、検査2 も同様にして行った。 

4）倫理的配慮 

 国立大学愛知教育大学研究倫理規定に従い、食味検査を実施した。被験者に食物アレルギーがないことを確

認し、回答の有無や内容によって不利益を被ることはないこと、得られたデータは ID 番号をつけて匿名化し

研究以外に使用しないこと等を伝え、同意を得て実施した。

3．結果と考察

1）2021年の気候 

 図1に2021年2～7月の気候 4）から3地域の月間平均気温、月間日照時間、月間降水量を整理した。a愛知

県犬山市産さくら蜂蜜、b 愛知県犬山市産れんげ蜂蜜が採取された地域（岐阜県美濃加茂市）の月間平均気温

は2月6.1℃、3月11.0℃、4月14.2℃、5月18.5℃となり、c愛知県豊田市産あかしあ蜂蜜とd愛教大はちみつ

が採取された愛知県豊田市は 2月 6.5℃、3月 11.3℃、4月 14.2℃、5月 18.8℃となった（図 1）。また、e福岡

県矢部村・南部産さくら蜂蜜が採取された福岡県黒木町は 2月 7.7℃、3月 11.9℃、4月 14.8℃、5月 18.5℃で

あった。岐阜県美濃加茂市や愛知県豊田市は、福岡県黒木町と比べて 2～4 月の気温が低かった。月間日照時

間は 6月を除き福岡県黒木町が最も短く、2月と 4月は愛知県豊田市、それ以外の月は岐阜県美濃加茂市が最

も長かった。月間降水量については2月と5月は福岡県が最も多かったが、それ以外の月は岐阜県美濃加茂市

や愛知県豊田市の方が多い傾向にあった。

図１ 2021年の月間平均気温、月間日照時間、月間降水量の比較 

2）蜂蜜の色調と粘度

 蜂蜜の色調測定を色彩色差計で試みたが、粘度が高く、測定が難しかった。目視により色を比較すると、d
愛教大はちみつ、a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜、b 愛知県犬山市産れんげ蜂蜜、c 愛知県豊田市産あかしあ蜂

蜜、e 福岡県矢部村・南部産さくら蜂蜜の順に濃くなった。具体的には順に飴色、山吹色、玉蜀黍色、不言色、

梔子色であった。
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⑤ 別日に蜂蜜a、蜂蜜 cを配布し、検査2 も同様にして行った。 

4）倫理的配慮 

 国立大学愛知教育大学研究倫理規定に従い、食味検査を実施した。被験者に食物アレルギーがないことを確

認し、回答の有無や内容によって不利益を被ることはないこと、得られたデータは ID 番号をつけて匿名化し

研究以外に使用しないこと等を伝え、同意を得て実施した。

3．結果と考察

1）2021年の気候 

 図1に2021年2～7月の気候 4）から3地域の月間平均気温、月間日照時間、月間降水量を整理した。a愛知

県犬山市産さくら蜂蜜、b 愛知県犬山市産れんげ蜂蜜が採取された地域（岐阜県美濃加茂市）の月間平均気温

は2月6.1℃、3月11.0℃、4月14.2℃、5月18.5℃となり、c愛知県豊田市産あかしあ蜂蜜とd愛教大はちみつ

が採取された愛知県豊田市は 2月 6.5℃、3月 11.3℃、4月 14.2℃、5月 18.8℃となった（図 1）。また、e福岡

県矢部村・南部産さくら蜂蜜が採取された福岡県黒木町は 2月 7.7℃、3月 11.9℃、4月 14.8℃、5月 18.5℃で

あった。岐阜県美濃加茂市や愛知県豊田市は、福岡県黒木町と比べて 2～4 月の気温が低かった。月間日照時

間は 6月を除き福岡県黒木町が最も短く、2月と 4月は愛知県豊田市、それ以外の月は岐阜県美濃加茂市が最

も長かった。月間降水量については2月と5月は福岡県が最も多かったが、それ以外の月は岐阜県美濃加茂市

や愛知県豊田市の方が多い傾向にあった。
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0

10

20

30

2月 3月 4月 5月 6月 7月

月間平均気温（℃）

岐阜県美濃加茂市（ab）
愛知県豊田市（cd）
福岡県黒木町（e）

0
50

100
150
200
250
300

2月 3月 4月 5月 6月 7月

月間日照時間（時間）

0
50

100
150
200
250
300
350
400

2月 3月 4月 5月 6月 7月

月間降水量（mm）

愛知県産蜂蜜（愛教大自然観察実習園産蜂蜜を含めて）の特性評価に関する検討

― 3―



茂市が最も長かった。月間降水量については 2 月と 5 月は福岡県が最も多かったが、それ以外の月は岐阜県美
濃加茂市や愛知県豊田市の方が多い傾向にあった。

2）蜂蜜の色調と粘度
蜂蜜の色調測定を色彩色差計で試みたが、粘度が高く、測定が難しかった。目視により色を比較すると、d

愛教大はちみつ、a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜、b 愛知県犬山市産れんげ蜂蜜、c 愛知県豊田市産あかしあ蜂蜜、
e 福岡県矢部村・南部産さくら蜂蜜の順に濃かった。具体的には順に飴色、山吹色、玉蜀黍色、不言色、梔子
色であった。

図 2 に機器測定による蜂蜜の粘度（25℃）を示した。愛知県産蜂蜜を比較すると、d 愛教大はちみつの粘度
が最も高く、次いで c 愛知県豊田市産あかしあ蜂蜜の順となった（図 2）。a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜と b 愛
知県犬山市産れんげ蜂蜜の粘度は、c 愛知県豊田市産あかしあ蜂蜜より小さかった。同じ販売店で購入した蜂
蜜ではあるが、花の種類により粘度の違いが見られた。

実習園で採取された d 愛教大はちみつの粘度が高いのは、百花蜜のように色調が飴色であったことから、
うめ、さくら、つつじなど複数の蜜源植物の花粉が含まれている可能性があると推察された。

さくら蜂蜜を比較すると、a 愛知県犬山市産蜂蜜の粘度は
e 福岡県矢部村・南部産蜂蜜よりも低かった（図 2）。吉垣ら

（2014）6）は蜂蜜の種類によって結晶化した蜂蜜の液状部分と固
体部分に含まれている花粉数に違いがあり、後者には花粉が多
く含まれていると述べている。実験に供した蜂蜜はいずれも結
晶化していないが、機器測定において粘度に地域差が見られた
のは、蜂蜜に含まれる花粉数も影響しているのではないかと考
えられた。また、粘度の高い e 福岡県矢部村・南部産さくら蜂
蜜が採取された 3 ～ 4 月の福岡黒木町の月間降水量は 3 地域で
最も少ないため、蜂蜜の特性と気候の関係についても今後、検
証していきたい。

3）食味
表 1 に市販愛知県産蜂蜜 3 種の食味検査の結果を示す。被験者 12 人の評価を平均すると、色、香り、甘味、

酸味については、a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜の得点がわずかに高かった（表 1）。香りの強弱については、a
愛知県犬山市産さくら蜂蜜、b 愛知県犬山市産れんげ蜂蜜、c 愛知県犬山市産あかしあ蜂蜜の順で強く感じて
いた。久保・小野（2018）7）は蜜源の違いが蜂蜜の香りに大きく影響を与え、蜂蜜の目に見えない風味を可視化し、
それぞれの特徴を浮き彫りにすることができると述べている。香りの強弱だけでなく、それぞれの蜜源植物の
特性や地域性を今後、調べていく必要がある。

甘味については、基準の a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜が 0.00、b 愛知県犬山市産れんげ蜂蜜は－0.42、c 愛
知県豊田市産あかしあ蜂蜜は－0.58 となり、最も a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜が甘く感じられた（表 1）。一
般に、蜂蜜の主要な糖成分はフルクトースとグルコースであり、その含有割合は蜜源の種類によって異なる。
基準の a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜は、食味検査時にはじめに味わう都合上、甘味をより感じやすかった可能
性があるため、基準を b 愛知県犬山市産れんげ蜂蜜にして、ba、bc の食味検査を行う、又は基準溶液（グルコー
ス 35g、フラクトース 40g、グルコン酸 50mg、プロリン 40mg を水 100g に溶かしたもの）2）を用いた検査を
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行う他、糖度計による分析とあわせた考察が必要であるだろう。
機器測定では c 愛知県犬山市産あかしあ蜂蜜の粘度が、a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜、b 愛知県犬山市産れ

んげ蜂蜜よりも高かったが、食味検査では最も低かった。市販された愛知県産蜂蜜 3 種の粘度は 7 ～ 10×103

（mPa・s）の範囲にあるため、食味検査で大小を厳密に評価するのは困難であったと考えられる。a 愛知県犬
山市産さくら蜂蜜の粘度は、e 福岡県矢部村・南部産さくら蜂蜜の約半分に相応するため、今後、食味検査に
よる判別が可能かどうかを確かめる予定である。

最後に、好みを問うと、a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜と b 愛知県犬山市産れんげ蜂蜜の比較ではそれぞれ 6
人が好みであるとしていた。a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜と c 愛知県豊田市産あかしあ蜂蜜の比較では、順に
5 人、7 人となった。食味検査 2 回とも、a 愛知県犬山市産さくら蜂蜜を選んだ者は 12 人中わずか 2 人であり、
検査毎に嗜好が変わる者が多かった。今後は被験者を増やし、より信頼性の高いデータにしていくことが課題
である。

4．要約
岐阜県美濃加茂市、愛知県豊田市、福岡県黒木町の気候を比較すると、3 ～ 4 月の月間平均気温は福岡県が

高く、月間降水量は中部地方が多かった。愛教大はちみつは、飴色で粘度が高く、うめ、さくら、つつじなど
多様な花蜜が混ざった蜂蜜であると予想された。市販蜂蜜の粘度には、花蜜の種類や地域差が見られた。また、
食味についても市販された愛知県産蜂蜜 3 種（さくら、れんげ、あかしあ）には色、香り、甘味に違いが見ら
れた。粘度については機器測定と食味検査の結果が異なり、被験者数を増やして再検査する必要がある。今後
は、さまざまな蜂蜜の特性（糖度、粘度、食味、蜜源種類など）について機器分析を行い、自然環境の現状理
解に役立てたい。
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表 1　市販愛知県産蜂蜜の食味検査の結果（n=12）
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